
Chap11 ボックスモデル

1 CSSのボックスモデル

時間が余ったので 
まとめ
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開始タグと終了タグは、文字を挟んで記述するので、タグの大きさ（ブロック表示）に気付きにくい

ブロック表示されるタグ 
h1-h6 , p , ul , ol , li , dl , dt , dd , table , header , nav , main , footer , article , section , aside , div など
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ブラウザでブロック表示される時の、開始タグと終了タグのイメージ 
ブロック表示は、画面の端から端までの最大の大きさ・塊
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ブロック表示されるタグ 
h1-h6 , p , ul , ol , li , dl , dt , dd , table , header , nav , main , footer , article , section , aside , div など



インライン表示されるタグ 
br , a , img , span など
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リンクの設定例

東京通信大学のサイト へ

文章を伝えるための画像<h3> </h3>

ウチの猫はとてもブサイクです。<p>

</p>

<br>

<img  src=“neko_1.jpg”  alt=“ブサイクでも可愛い猫”>

記述したコードで、インライン表示のタグを見分けるのは困難 
子要素がインラインではないので注意

ポイントは、文章の一部 
（または一部分）になるタグ



インライン表示されるタグ 
br , a , img , span など

<p> </p>

<h3> </h3>

<a> </a>

リンクの設定例

東京通信大学のサイト へ

文章を伝えるための画像<h3> </h3>

ウチの猫はとてもブサイクです。<p>

</p>

<br>

インライン表示されるタグは、ブロック内の一部なので 

大きさは文字数分（<img>は画像の大きさ）になる



ボックスモデルのポイント 
マージンとパディングの場所を覚える！

</タグ></タグ><タグ><タグ> background

padding
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border
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テキストエリア
width

ボーダーの外側の余白、他のタグとの間隔
枠線というよりも、他のタグ（マージン）との境界線

ボーダーの内側の余白、ボーダーとテキストエリアの間

ボーダーの内側の全ての面（エリア）、パディングや幅・高さで大きさが変わる

テキストエリア（タグ内）の大きさ、 
ブロック表示では100%、高さは自動で調整される



インライン表示されるタグのボックスモデル 
ブロック表示と使えるプロパティが違うので注意！

</タグ></タグ><タグ><タグ> background

paddingmargin
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マージンは左右しか反映されない 上下のパディングも使えるが、
行間が崩れるため非推奨

使用可能 
（背景画像は大きさに注意） インライン表示されるタグでは、 

widthやheightの設定が反映されない 
（幅は文字数分で1行分の高さになっている）

使用可能


